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年に取り組むべきこと（）　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
講
座

ア
ル
タ
　

１
月

日
に
無
料
で

山梨県

フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

飲
食
店
な

ど
認
証
制
度

大
都
市
が

％
増

地
方
も

％
増
に

観
光
庁
統
計

９
月
外
国
人
宿
泊

　
２
０
２
５
年
、
昭
和
１
０
０
年
が

明
け
た
。
年
頭
に
当
た
っ
て
ま
ず
は

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　
１
９
０
０
年
代
初
頭
、
世
界
一
と

も
い
わ
れ
た
海
軍
力
を
誇
っ
た
日
本

は
昭
和
と
い
う
時
代
を
ど
の
よ
う
に

歩
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
昭
和
元
年
（
１
９
２
６
年
）
昭
和

に
改
元
。

　
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
年
）
の
昭

和
金
融
恐
慌
を
経
て
昭
和
４
年
（
１

９
２
９
年
）
に
は
世
界
恐
慌
が
起
こ

る
。

　
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
年
）
満
州

事
変
を
起
こ
し
満
州
国
建
国
へ
、
国

際
的
に
孤
立
し
始
め
る
。

　
軍
部
が
力
を
握
っ
た
日
本
は
昭
和


年
（
１
９
３
７
年
）
日
中
戦
争
に

突
入
。
戦
争
目
的
な
ら
ば
何
で
も
あ

り
と
い
う
国
家
総
動
員
法
制
定
へ
と

進
む
。

　
昭
和

年
（
１
９
３
９
年
）
ド
イ

ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
に
よ
り
第
２

次
世
界
大
戦
開
戦
。
こ
の
時
点
で
は

日
本
は
ま
だ
参
戦
せ
ず
。
昭
和

年

（
１
９
４
１
年
）
真
珠
湾
攻
撃
に
よ

り
参
戦
。

　
昭
和

年
（
１
９
４
４
年
）
昭
和

東
南
海
地
震
に
よ
り
東
海
地
域
の
軍

需
工
場
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
。

　
昭
和

年（
１
９
４
５
年
）敗
戦
。


年
余
り
の
間
に
日
本
は
絶
頂
と
ど

ん
底
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
昭
和

年
（
１
９
４
７
年
）
日
本

国
憲
法
施
行
さ
れ
る
が
実
質
的
な
植

民
地
状
態
は
今
日
ま
で
続
く
。

　
昭
和

年
（
１
９
５
０
年
）
朝
鮮

戦
争
勃
発
。
戦
争
資
源
供
給
が
経
済

的
復
興
の
足
掛
か
り
と
な
る
。

　
昭
和

年
（
１
９
５
１
年
）
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
日
米
安

全
保
障
条
約
が
締
結
さ
れ
る
が
、
真

の
独
立
国
と
な
っ
た
の
か
は
怪
し
い

状
況
。

　
昭
和

年
（
１
９
５
４
年
）
自
衛

隊
が
設
置
さ
れ
る
。

　
昭
和

年
（
１
９
５
８
年
）
戦
後

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
東
京
タ

ワ
ー
が
完
成
。

　
昭
和

年
（
１
９
６
０
年
）
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
勃
発
、
昭
和

年
（
１
９

７
５
年
）
ま
で
続
く
こ
と
と
な
る
。

　
昭
和

年
（
１
９
６
４
年
）
東
海

道
新
幹
線
が
開
業
し
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
開
催
、
景
気
の
回
復
が
実
感

さ
れ
始
め
る
。

　
昭
和

年
（
１
９
６
９
年
）
国
内

で
は
東
大
安
田
講
堂
事
件
、
宇
宙
で

は
ア
ポ
ロ

号
月
面
着
陸
。

　
昭
和

年
（
１
９
７
０
年
）
私
も

三
波
春
夫
の
「
世
界
の
国
か
ら
こ
ん

に
ち
は
」
に
の
っ
て
大
阪
万
国
博
覧

会
に
行
き
ま
し
た
。

　
昭
和

年
（
１
９
７
２
年
）
札
幌

で
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
沖
縄
は

米
国
か
ら
返
還
。

　
昭
和

年
（
１
９
７
３
年
）
第
４

次
中
東
戦
争
に
よ
る
第
１
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
勃
発
。
日
常
生
活
に
も
影

響
が
。

　
昭
和

年
（
１
９
７
８
年
）
日
中

平
和
友
好
条
約
締
結
さ
れ
る
も
台
湾

と
の
国
際
関
係
は
微
妙
な
状
態
に
な

っ
て
し
ま
う
。

　
昭
和

年
（
１
９
７
９
年
）
エ
ズ

ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
の
「
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
発
刊
、
少

々
浮
か
れ
気
味
の
様
相
。

　
昭
和

年
（
１
９
８
３
年
）
東
京

で
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
家
庭
で

は
フ
ァ
ミ
コ
ン
状
態
。

　
昭
和

年
（
１
９
８
９
年
）
昭
和

天
皇
崩
御
。
平
成
に
改
元
。
私
も
初

め
て
改
元
を
経
験
し
ま
し
た
。
国
内

は
消
費
税
に
戸
惑
い
世
界
は
ベ
ル
リ

ン
の
壁
が
壊
さ
れ
東
西
冷
戦
が
終

結
。

　
昭
和

年
（
１
９
９
１
年
）
バ
ブ

ル
経
済
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
。

　
昭
和

年
（
１
９
９
５
年
）
阪
神

淡
路
大
震
災
と
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
、
穏
や
か
で
は
な
い
１
年
。

　
昭
和

年
（
２
０
０
１
年
）
ア
メ

リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
。

　
昭
和

年
（
２
０
０
８
年
）
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
他
人
ご
と
で
は
な

か
っ
た
。

　
昭
和

年
（
２
０
１
１
年
）
東
日

本
大
震
災
、
翌
年
は
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
開
業
。

　
昭
和

年
（
２
０
１
９
年
）
令
和

に
改
元
。
消
費
税

％
。
翌
年
の
コ

ロ
ナ
騒
動
と
続
い
て
ゆ
く
。

　
昭
和
１
０
０
年
（
２
０
２
５
年
）

世
界
も
日
本
も
激
動
の
年
と
な
る
。

中
小
企
業
に
と
っ
て
も
過
去
に
例
を

見
な
い
生
死
を
か
け
た
現
実
が
待
っ

て
い
る
。
現
実
を
見
つ
め
、
問
題
点

を
明
確
に
し
、
計
画
を
立
て
て
前
に

進
ん
で
ゆ
く
も
の
に
は
一
条
の
光
が

見
え
て
く
る
。
「
事
業
と
雇
用
は
わ

が
身
に
変
え
て
守
る
」
経
営
者
の
み

が
生
き
残
る
。
悔
い
の
残
ら
な
い
１

年
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
。

　
　
　
　
（
Ｅ
Ｈ
Ｓ
研
究
所
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
月
１
回
掲
載

　
２
０
２
４
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
苦
境
を
抜
け
出
し
、
観
光
市

場
が
年
間
を
通
じ
て
正
常
化
し

た
年
で
あ
っ
た
。
多
く
の
施
設

や
観
光
地
が
よ
う
や
く
平
時
の

状
態
を
取
り
戻
し
、
今
後
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
た
基
盤
を

築
い
た
年
で
も
あ
る
。
こ
れ
か

ら
迎
え
る
２
０
２
５
年
は
ど
の

よ
う
な
年
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
２
０
２
５
年
を
展
望
す
る

と
、
宿
泊
業
界
は
新
た
な
局
面

を
迎
え
る
可
能
性
が
高
い
。
為

替
相
場
の
変
動
や
国
際
的
な
政

治
情
勢
の
不
安
定
化
を
背
景

に
、
こ
れ
ま
で
順
調
に
推
移
し

て
き
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

頭
打
ち
に
な
る
リ
ス
ク
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
不

透
明
な
環
境
下
で
持
続
的
な
成

長
を
実
現
す
る
に
は
、
過
去
の

常
識
や
成
功
体
験
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
柔
軟
な
発
想
で

新
た
な
戦
略
を
立
案
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
仮
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

停
滞
し
た
場
合
に
は
、
国
内
観

光
客
を
再
評
価
し
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
新
た
な
観
光
体
験

を
提
供
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
伝
統
文
化
や
自
然
、
食

と
い
っ
た
地
域
特
有
の
根
源
的

な
魅
力
を
磨
き
上
げ
、
「
単
な

る
宿
泊
施
設
」
か
ら
「
地
域
と

の
結
節
点
」
へ
と
役
割
を
広
げ

る
こ
と
で
、
国
内
観
光
客
の
心

を
つ
か
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
こ
こ
数
年
間
、
高
付
加
価
値

化
を
目
的
と
し
た
客
室
の
改
修

が
全
国
各
地
で
大
き
く
進
展
し

た
。
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
顧
客
を
満

足
さ
せ
る
水
準
に
達
し
て
い

る
。
一
方
で
、
ど
の
施
設
も
似

た
り
寄
っ
た
り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
と
ど
ま
り
、
顧
客
が
施
設

を
選
び
に
く
い
と
い
う
状
況
も

生
じ
て
い
る
。
経
営
者
か
ら
は

「
客
室
は
立
派
に
な
っ
た
も
の

の
、
莫
大

ば
く
だ
い

な
投
資
に
見
合
う
ほ

ど
稼
働
率
や
客
室
単
価
が
上
が

ら
な
い
」
と
い
う
悩
み
の
声
も

聞
か
れ
る
。

　
２
０
２
５
年
は
、
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
と
情
報
発
信
力
の
強
化
が

避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
と
な

る
だ
ろ
う
。
単
な
る
広
告
宣
伝

に
と
ど
ま
ら
ず
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
業
の
枠
を
超
え
て
地
域
の
魅

力
と
連
携
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の

創
出
と
発
信
が
求
め
ら
れ
る
。

客
室
改
修
で
あ
れ
ば
、
予
算
を

確
保
し
優
れ
た
設
計
事
務
所
や

工
事
会
社
に
任
せ
れ
ば
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
や
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
、
外
部
に
丸

投
げ
し
て
い
て
は
優
れ
た
結
果

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
旅
館
と
ホ
テ
ル
の
境
界
が
ま

す
ま
す
曖
昧
に
な
る
な
か
、
個

性
的
な
デ
ザ
イ
ン
や
地
域
文
化

を
取
り
入
れ
た
ホ
テ
ル
が
増
加

し
て
い
る
。
近
年
、
国
内
外
の

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
も
日
本
市
場

に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ホ

テ
ル
の
展
開
を
加
速
さ
せ
て
お

り
、
「
自
分
た
ち
は
旅
館
だ
か

ら
」
と
油
断
し
て
い
る
と
、
足

元
を
す
く
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
個
性
的
な
魅
力
を
主
張
す

る
競
合
施
設
と
の
差
別
化
を
図

る
た
め
、
自
館
な
ら
で
は
の

「
こ
こ
に
し
か
な
い
価
値
」
を

創
出
し
、
的
確
に
発
信
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
（
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）
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「
や
ま
な
し
フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

認
証
」
の
認
証
マ
ー
ク

　
山
梨
県
は

月
６
日
、

「
や
ま
な
し
フ
ー
ド
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
認
証
」
を
発
表
し

た
。
同
認
証
は
都
道
府
県
レ

ベ
ル
で
は
全
国
初
の
試
み
と

な
る
。

　
山
梨
県
で
は
、
多
様
な
文

化
・
習
慣
や
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
を
持
つ
ム
ス
リ
ム
、
ヴ
ィ

ー
ガ
ン
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
な

ど
の
外
国
人
旅
行
者
が
安
心

し
て
快
適
に
滞
在
で
き
る
観

光
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
や
ま
な
し
フ
ー
ド
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
認
証
制
度
は
、

多
様
な
食
文
化

に
対
応
す
る
お

土
産
や
飲
食
店

等
の
増
加
を
目

的
と
し
て
、
県

独
自
の
認
証
基

準
を
設
け
、
基

準
を
満
た
し
た

商
品
や
メ
ニ
ュ

ー
に
対
し
て
認

証
マ
ー
ク
を
付

与
す
る
制
度
。

　
認
証
マ
ー
ク

は
、ム
ス
リ
ム
、

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
、

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

の
３
分
野
。
さ

ら
に
、
国
際
認

証
団
体
の
認
証
を
取
得
し
て

い
る
事
業
者
に
は
星
付
き
の

認
証
マ
ー
ク
を
発
行
す
る
。

　
認
証
基
準
ポ
イ
ン
ト
と

は
、
ム
ス
リ
ム
の
場
合
は

「
豚
肉
お
よ
び
豚
肉
由
来
成

分
、
ア
ル
コ
ー
ル
成
分
が
含

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
」
、
ヴ

ィ
ー
ガ
ン
の
場
合
は
「
肉
、

魚
、
乳
製
品
、
卵
、
蜂
蜜
な

ど
動
物
由
来
成
分
が
一
切
含

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
」
、
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
の
場
合
は「
肉
、

魚
な
ど
動
物
性
成
分
が
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
」
な
ど
。

　
県
で
は
、
同
日
か
ら
同
認

証
を
希
望
す
る
事
業
者
の
募

集
を
開
始
し
た
。
認
証
取
得

に
か
か
る
費
用
は
無
料
。
認

証
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
家

に
よ
る
伴
走
支
援
も
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
山
梨

県
内
に
本
社
ま
た
は
事
業

所
、
工
場
を
有
す
る
土
産
品

製
造
事
業
者
、
飲
食
事
業
者

な
ど
。

　
申
請
は
募
集
サ
イ
ト（htt

ps://jarc-ic.com/yamanashi
_food-d

）
で
受
け
付
け
て
い

る
。

　
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計

調
査
の
第
２
次
速
報
値
で
、

全
国
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る

２
０
２
４
年
９
月
の
延
べ
宿

泊
者
数
は
５
３
７
１
万
人
泊

と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
前
の


年
同
月
比
で

・
１
％
増
、


年
同
月
比
で
２
・
９
％
増

だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
は
、
三
大
都

市
圏
（
８
都
府
県
）
が

年

同
月
比

・
６
％
増
、
地
方

部
（
三
大
都
市
圏
以
外
）
が

同

・
１
％
増
と
な
り
、
大

都
市
圏
へ
の
集
中
傾
向
は
続

い
て
い
る
が
、
都
市
、
地
方

い
ず
れ
も
大
幅
な
伸
び
を
示

し
た
。

　
９
月
の
延
べ
宿
泊
者
数
全

体
で
は
、

年
同
月
比
が
プ

ラ
ス
だ
っ
た
の
は

都
道
府

県
。伸
び
率
が
目
立
つ
の
は
、

東
京
都
の

・
８
％
増
、
岐

阜
県
の

・
２
％
増
、
北
海

道
の

・
１
％
増
、
栃
木
県

の

・
８
％
増
、
兵
庫
県
の


・
４
％
増
な
ど
。

　
全
体
の
う
ち
日
本
人
延
べ

宿
泊
者
数
は
、

年
同
月
比

２
・
０
％
増
、

年
同
月
比

１
・
８
％
減
の
４
１
３
３
万

人
泊
。
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
は

年
同
月
比

・
８
％

増
、

年
同
月
比

・
７
％

増
の
１
２
３
８
万
人
泊
。
全

体
に
占
め
る
外
国
人
述
べ
宿

泊
者
の
割
合
は

・
０
％
と

な
っ
た
。

　
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

は
、三
大
都
市
圏（
東
京
、千

葉
、埼
玉
、神
奈
川
、愛
知
、大

阪
、京
都
、兵
庫
の
８
都
府

県
）が

年
同
月
比

・
６
％

増
の
８
６
４
万
人
泊
。地
方

部（
三
大
都
市
圏
以
外
）が
同


・
１
％
増
の
３
７
４
万
人

泊
。
年
同
月
に
比
べ
て
、大

都
市
圏
で
約
３
１
０
万
人
泊

増
、地
方
部
で
約
１
０
０
万

人
泊
増
と
な
っ
た
。構
成
比

は
三
大
都
市
圏
が

・
８
％
、

地
方
部
が

・
２
％
で
、依
然

と
し
て
都
市
部
へ
の
偏
り
が

み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、

年
９
月
の
全
国

の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
客
室

稼
働
率
は
、

年
同
月
比
１

・
４
㌽
減
、

年
同
月
比
２

・
３
㌽
増
の

・
０
％
だ
っ

た
。

　
施
設
タ
イ
プ
別
（
カ
ッ
コ

内
は

年
同
月
比
）
で
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

・
６
％

（
０
・
７
㌽
減
）
▽
シ
テ
ィ

ホ
テ
ル

・
６
％
（
７
・
７

㌽
減
）
▽
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル


・
３
％
（
３
・
５
㌽
減
）

▽
旅
館

・
３
％
（
１
・
１

㌽
減
）
＝
旅
館
の
う
ち
従
業

者
数

人
以
上
の
施
設

・

２
％
（
０
・
１
㌽
減
）
▽
簡

易
宿
所

・
１
％
（
４
・
６

㌽
減
）
。

　
観
光
Ｄ
Ｘ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
ア
ル
タ
は
「
観
光
業

界
向
け
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
無

料
講
座
」
を
１
月

日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
す
る
＝
画
像

は
イ
メ
ー
ジ
。

　
「
生
成
Ａ
Ｉ
で
観
光
業
界

が
ど
う
進
化
す
る
の
か
」

「
宿
泊
施
設
・
観
光
協
会
が

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
導
入
す

る
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト
」
「
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
活
用
し
て

人
材
活
用
、
お
客
様
を
獲
得

す
る
方
法
」
な
ど
を
講
師
の

Ａ
Ｉ
の
専
門
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

解
説
、
伝
授
す
る
。

　
受
講
対
象
者
は
宿
泊
施

設
、
観
光
協
会
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な

ど
観
光
業
界
で
働
い
て
い
る

人
。

　
定
員
は
先
着

人
で
受
講

料
は
無
料
。
申
し
込
み
の
受

け
付
け
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

っ
て
い
る
。


